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公
益
社
団
法
人
に
移
行
し
て
初
め
て

と
な
る
︵
公
社
︶
日
田
玖
珠
法
人
会
・

第
24
回
定
時
総
会
は
、
去
る
５
月
29
日

㈫
午
後
３
時
か
ら
マ
リ
エ
ー
ル
オ
ー
ク

パ
イ
ン
に
お
い
て
、
渡
邊
日
田
税
務
署

長
、
安
部
大
分
県
日
田
県
税
事
務
所
長

ほ
か
多
数
の
ご
来
賓
を
お
迎
え
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

 

 
功
労
者
表
彰
及
び
来
賓
祝
辞
の
あ
と
、

議
事
で
は
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
、

平
成
23
年
度
事
業
・
平
成
24
年

度
事
業
計
画
及
び
予
算
の
報
告

の
後
、
審
議
事
項
の
平
成
23
年

度
決
算︵
財
務
諸
表
︶が
、
原
案

ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

 

 
記
念
講
演
は
、
㈱
大
銀
経
済

経
営
研
究
所
の
沓
掛
正
幸
氏
が
、

﹁
大
分
県
内
の
長
寿
企
業
に
つ

い
て
﹂
と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま

し
た
。

○全国法人会総連合会長表彰

 （永年勤続役員功労者）

  副 会 長  佐 竹   享 氏

  常任理事  中 野 友 徳 氏

○大分県法人会連合会長表彰

 （永年勤続役員功労者）

  常任理事  喜 見 秀一郎 氏

○日田玖珠法人会長表彰

 （定年退任役員功労者）

  前 会 長  竹 内 一 晃 氏

 （会員増強功労者）

  役員・会員  16名

   受託会社  ２ 社

功 労者表彰

 
日
田
玖
珠
法
人
会
は
、
平
成
24
年
３
月

21
日
に
大
分
県
知
事
よ
り
公
益
認
定
通
知

を
受
け
、
４
月
１
日
付
け
に
て
﹁
公
益
社

団
法
人 

日
田
玖
珠
法
人
会
﹂
へ
移
行
︵
旧

社
団
法
人
の
解
散
・
新
公
益
社
団
法
人
の

設
立
︶
い
た
し
ま
し
た
。

 

 
こ
の
公
益
認
定
を
受
け
ま
し
て
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
・
節
電
啓
発
活
動
・

熊
本
国
税
局
で
の
研
修
・
税
金
ク
イ
ズ
大

会
の
拡
充
な
ど
、
新
規
事
業
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

 

 
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
公
益
制
度
の

趣
旨
に
則
り
、
社
会
貢
献
活
動
等
の
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
・

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 公

益
社
団
法
人
へ
移
行

 
表
紙
の
題
字
﹁
和
﹂

 
今
号
か
ら
、
法
人
会
報
が
公
益
制

度
の
も
と
で
広
報
誌
と
し
て
発
行
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
表
紙
の
題
字
が

﹁
和
﹂
に
な
り
ま
し
た
。

 
こ
の
新
し
い
題
字
に
つ
き
ま
し
て

は
、
会
長
・
広
報
委
員
会
で
検
討
し

た
結
果
、
な
ご
や
か
に
、
み
ん
な
が

仲
良
く
、
法
人
会
の�
和
�を
広
げ
て

い
こ
う
と
い
う
願
い
を
込
め
て
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

ご
報
告
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法
人
会
全
国
大
会
は
、
平
成
24
年
10
月
11
日
㈭
、
釧
路
市
民
文

化
会
館
に
お
い
て
、
全
国
か
ら
約
二
〇
〇
〇
人
が
集
ま
っ
て
開
催

さ
れ
、
第
一
部
の
記
念
講
演
で
は
、
元
総
務
大
臣
の
片
山
善
博
氏

が
﹁
地
方
の
再
生
と
日
本
の
将
来
﹂
と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

 

 
第
二
部
の
大
会
式
典
は
、
来
賓
に
古
谷
国
税
庁
長
官
・
高
橋
北

海
道
知
事
ら
を
迎
え
る
中
で
、
全
国
表
彰
の
①
会
員
増
強
、
②
研

修
参
加
率
向
上
、
③
福
利
厚
生
制
度
推
進
の
三
部
門
の
表
彰
が
あ
り
、

大
分
県
連
は
福
利
厚
生
制
度
推
進
部
門
で
努
力
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

 

 
ま
た
、
﹁
平
成
25
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
﹂
の
主
旨
説

明
や
﹁
税
制
改
正
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
﹂
の
結
果
報
告
が

あ
り
、
決
議
及
び
要
望
事
項
を
採
択
し
、
第
三
部
の
懇
親
会
を
も

っ
て
全
て
の
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

片山善博氏講演片山善博氏講演

税制改正の提言
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日田税務署長

笠置 孝信

署 長

総 務 課 長

総 務 係 長

管理運営・徴収統括官

個 人 １ 統 括 官

個 人 ２ 統 括 官

法 人 統 括 官

笠置 孝信

鬼束裕一郎

秋吉 弘子

久保 哲男

岩渕 義文

太田  満

多喜田良一

熊本国税局 調査査察部 査察第2部門 統括査察官

熊本国税局 課税部 資産課税課 課長補佐

（留任）

宇佐税務署 管理運営・徴収部門 統括官

別府税務署 個人課税第２部門 統括官

（留任）

（留任）

氏  名 旧 役 職

転    入 転    出

氏  名 新 役 職

渡邊 貴昭

金子 郁義

花田  宏

大久保毅彦

熊本国税局 課税部 酒類監理官

熊本国税局 課税部 個人課税課 課長補佐

熊本東税務署 徴収部門 統括官

宇土税務署 個人課税部門 統括官

︵
平
成
24
年
７
月
10
日
付
︶

 
本
年
７
月
の
定
期
人
事
異
動
に
お
き
ま

し
て
、
熊
本
国
税
局 

調
査
査
察
部 

査
察

第
二
部
門 

統
括
国
税
査
察
官
か
ら
日
田

税
務
署
長
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
、
笠
置

で
ご
ざ
い
ま
す
。

 

 
出
身
地
は
、
大
分
県
大
分
市
で
ご
ざ
い

ま
す
。
日
田
税
務
署
に
勤
務
す
る
こ
と
は

今
回
が
初
め
て
で
あ
り
ま
す
が
、
大
分
県

で
の
勤
務
は
宇
佐
税
務
署
、
別
府
税
務
署

の
勤
務
以
来
３
度
目
と
な
り
ま
す
。
風
光

明
媚
な
土
地
で
あ
り
歴
史
情
緒
豊
か
な
天

領
日
田
で
勤
務
で
き
る
こ
と
を
大
変
嬉
し

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

 

 
さ
て
、
公
益
社
団
法
人
日
田
玖
珠
法
人

会
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
税
務
行
政

全
般
に
わ
た
り
ま
し
て
深
い
御
理
解
と
格

別
な
御
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

 

 
公
益
社
団
法
人
日
田
玖
珠
法
人
会
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
﹁
よ
き
経
営
者
を
目
指

す
者
の
団
体
﹂
と
し
て
、
税
制
改
正
運
動

な
ど
の
会
活
動
の
充
実
及
び
会
員
の
増
強

運
動
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
お

り
、
ま
た
、
租
税
教
室
の
開
催
や
各
種
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
地
域
に
密
着
し

た
社
会
貢
献
活
動
な
ど
に
も
御
尽
力
さ
れ
、

企
業
活
動
並
び
に
社
会
の
健
全
な
発
展
に

大
き
く
貢
献
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

 
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
角
会
長
を
は
じ
め

と
す
る
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
方
の
御

熱
意
、
御
尽
力
の
賜
と
心
か
ら
敬
意
を
表

す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

 

 
さ
ら
に
は
、
大
分
県
内
の
単
位
会
に
お

け
る
先
駆
者
と
な
ら
れ
、
本
年
４
月
１
日

付
を
も
っ
て
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
も
大
変
喜
ば
し

い
こ
と
で
あ
り
、
可
能
な
限
り
の
支
援
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

 

 
と
こ
ろ
で
、
本
年
７
月
に
発
生
し
た
﹁
九

州
北
部
豪
雨
﹂
に
よ
り
被
害
に
遭
わ
れ
た

皆
様
方
に
は
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
地
域

の
万
全
な
復
興
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

 
 
な
か
で
も
、
住
宅
や
家
財
及
び
車
両
な

ど
に
損
害
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
確
定
申

告
に
お
い
て
﹁
所
得
税
法
﹂
に
定
め
る
雑

損
控
除
の
方
法
、
﹁
災
害
減
免
法
﹂
に
定
め

る
税
金
の
軽
減
免
除
に
よ
る
方
法
の
ど
ち

ら
か
有
利
な
方
法
を
選
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、

所
得
税
の
全
部
又
は
一
部
を
軽
減
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
平
成
24
年
分
の
確

定
申
告
の
際
に
担
当
職
員
に
御
相
談
く
だ

さ
い
。

 

 
ま
た
、
会
員
の
皆
様
の
周
り
に
被
害
に

遭
わ
れ
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

こ
の
よ
う
な
制
度
が
あ
る
こ
と
を
お
知
ら

せ
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

 

 
さ
て
、
最
近
の
税
務
行
政
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
少
子
高
齢
化
や
国
際
化
・
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
と
い
っ
た
大
き
な
流
れ
に
加
え
、
経

済
状
況
の
大
き
な
変
化
や
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
生
じ
る
一
方
で
、
行
財
政
改
革
の

推
進
に
伴
い
税
務
職
員
の
定
員
に
つ
い
て

は
、
厳
し
い
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

納
税
者
の
皆
様
方
の
利
便
性
の
向
上
と
税

務
行
政
の
一
層
の
効
率
化
を
両
立
さ
せ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 

 
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、﹁
適
正
・

公
平
な
課
税
及
び
徴
収
の
実
現
﹂
と
い
う

国
税
庁
の
任
務
を
果
し
て
い
く
た
め
に
は
、

限
ら
れ
た
人
的
・
物
的
資
源
を
最
大
限
に

活
用
し
て
い
く
と
と
も
に
、
一
般
の
納
税

者
の
方
に
は
親
切
か
つ
丁
寧
な
態
度
で
接

す
る
一
方
、
悪
質
な
納
税
者
に
は
厳
正
な

態
度
で
臨
む
こ
と
で
税
務
行
政
へ
の
理
解

と
信
頼
を
得
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

 

 
ま
た
、
国
税
庁
の
重
要
課
題
と
し
て
全

庁
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
﹁
国
税
電

子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
︵
い
わ
ゆ
る

ｅ
︱

Ｔ
ａ
ｘ
︶﹂
の
普
及
に
つ
き
ま
し
て
は
、

当
署
管
内
の
利
用
率
は
法
人
会
及
び
税
理

士
会
の
連
携
を
は
じ
め
と
し
た
取
組
に
よ

り
、
順
調
に
推
移
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
公
益
社
団
法
人
日
田

玖
珠
法
人
会
の
皆
様
方
が
、
早
々
に
法
人

会
の
組
織
と
し
て
﹁
ｅ
︱

Ｔ
ａ
ｘ
普
及
推
進

委
員
会
﹂
を
立
ち
上
げ
て
い
た
だ
く
な
ど
、

将
来
の
高
度
情
報
通
信
社
会
を
見
据
え
た

施
策
で
あ
る
こ
と
を
御
理
解
い
た
だ
き
、

御
協
力
を
頂
い
た
結
果
で
あ
り
、
心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
、
オ
ン
ラ

イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
向
上
に
重
点
を
置

き
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
に
努
め
な

が
ら
、
更
な
る
利
用
の
拡
大
を
図
り
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
公
益
社
団
法
人
日
田

玖
珠
法
人
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
今
後
と
も
よ
り
一
層
の
お
力
添
え
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

 
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
公
益
社
団
法

人
日
田
玖
珠
法
人
会
の
ま
す
ま
す
の
御
発

展
と
皆
様
方
の
御
健
勝
並
び
に
会
員
企
業

の
一
層
の
御
繁
栄
を
祈
念
し
ま
し
て
、
私

の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

区分

役職名


